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１ 陸上貨物運送事業における労働災害発生状況

２ 第14次労働災害防止計画

３ トラックでの荷役作業時における安全対策の強化

（労働安全衛生規則（安衛則）の改正）

４ 熱中症予防対策

説明のポイント
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区分

業種別

令和７年
（令和７年７月末現在）

令和６年
（確定値）

令和５年
（確定値）

死亡 休業 合計 死亡 休業 合計 死亡 休業 合計

浦
河
署
管
内

全産業
計

1 80 81 1 192 193 3 193 196

陸上貨物運送事業
計

0 3 3 0 9 9 0 5 5

道路貨物運送業 0 3 3 0 8 8 0 3 3

陸上貨物取扱業 0 0 0 0 1 1 0 2 2

北
海
道
内

全産業
計

32 3,696 3,728 48 8,585 8,633 51 9,004 9,055

陸上貨物運送事業
計 3 404 407 4 855 859 10 825 835

道路貨物運送業 3 384 387 4 804 808 10 768 778

陸上貨物取扱業 0 20 20 0 51 51 0 57 57

１ 陸上貨物運送事業における
 労働災害発生状況
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◆事故の型で最も多いのは転倒、次いで墜落・転落による災害である。
◆転倒災害のうち最も多い起因物はその他の環境等（凍結路面、雪等）である。
◆墜落・転落災害のうち約５割がトラックからの墜落・転落である。

１ 陸上貨物運送事業における
 労働災害発生状況
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令和５年 陸上貨物運送事業における死亡災害（北海道内）
発生
月

時間帯 規模 事故の型 起因物 災害発生状況

２ ８時台
30人以上
49人以下

転倒 環境等
被災者は、荷の配送先の駐車場で、運転してきた２ｔトラックの前方で倒れて
いるところを近隣の者に発見されたもの。

２ ６時台 10人未満
はさまれ、
巻き込まれ

動力運搬機
被災者は、事業場の敷地内において９ｔダンプトラックの車体と荷台の間に挟
まれているところを発見されたもの。

４ 15時台
10人以上
29人以下

はさまれ、
巻き込まれ

動力運搬機

被災者がコンテナヤードにおいて、約６０センチメートルの間隔が空いたコンテ
ナとコンテナの間で、コンテナの扉を結束バンドで封緘する作業を行っていたと
ころ、フォークリフト運転者が被災者に気が付かないままコンテナの間隔を詰め
たことから、コンテナとコンテナの間に被災者が挟まれたもの。

４ 12時台
10人以上
29人以下

交通事故
（道路）

動力運搬機
被災者は、製材を積み込んだトレーラーに乗り、輸送先に向かって運転してい
た。当該トレーラーがＩＣから高速道路に合流する手前のカーブを曲がり切れず
に、路外に横転したもの。

８ 17時台
100人以上
299人以下

はさまれ、
巻き込まれ

その他の装置、
設備

被災者は、冷凍倉庫内（室温－２３℃）において、フォークリフトと壁に挟まれ
ているところを同僚に発見されたもの。

９ ４時台
50人以上
99人以下

交通事故
（道路）

動力運搬機
被災者は、自社から輸送のためトレーラートラックを運転し国道を走行中、何
らかの原因で横転し、電柱に激突した。トレーラーヘッドの上半分が炎上し、死
亡したもの。

10 ８時台
10人以上
29人以下

崩壊、倒壊 材料
ダンプトラックを運転して生コンクリート工場に到着したが、工場内のホッパー
が満杯でダンプトラックに積載した砂を下ろすことができなかったため待機して
いたはずの被災者が、ホッパー内部の砂に埋まった状態で発見されたもの。

10 11時台
30人以上
49人以下

墜落、転落 動力運搬機
工事現場内の空きスペースでコンクリートミキサー車の洗浄作業に従事して
いたはずの被災者が、ミキサー車付近で倒れている状態で発見されたもの。

11 12時台
30人以上
49人以下

墜落、転落
仮設物、建築物、
構築物等

製材工場にあるチップサイロの底部にある開口部から木材チップをトラックの
荷台へ落とし入れる作業を行っていた被災者が見当たらなくなったため、チップ
で満たされたトラックの荷台の中を捜索したところ、チップ内に埋まっているのが
発見されたもの。

１ 陸上貨物運送事業における
 労働災害発生状況

※脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるもの除く。
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令和６年 陸上貨物運送事業における死亡災害（北海道内）
発生
月

時間帯 規模 事故の型 起因物 災害発生状況

１ 10時台
10人以上
29人以下

交通事故
（道路）

動力運搬機
被災者の運転するミキサー車が、中央分離帯を乗り越えて横転し、反対車線
を走行していたトラックと衝突したもの。

６ 11時台
30人以上
49人以下

はさまれ、
巻き込まれ

動力運搬機

被災者は、ダンプトラックによる土石運搬業務において、車両を停車後、運転
席から降りて作業中、車両が前方へ逸走し始めたため、逸走している車両の前
方に回り、人力で停車させようとしたところ、その前方に停車していたダンプト
ラックとの間にはさまれたもの。

８ 10時台
50人以上
99人以下

交通事故
（道路）

動力運搬機
被災者は、トレーラーを運転中、左急カーブを曲がり切れずに、路外に逸脱し
横転したもの。

11 ８時台
10人以上
29人以下

崩壊、倒壊 材料

被災者は、丸太を運送する貨物自動車の運転者であり、材木置き場にて荷卸
し待ちをしていた際に、荷台付近でグリスアップ作業を行っていたところ、丸太を
固縛するチェーンのフックが外れ、固縛された丸太が崩壊し被災者の頭部に激
突したもの。

１ 陸上貨物運送事業における
 労働災害発生状況

※脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるもの除く。

令和７年７月末時点 陸上貨物運送事業における死亡災害（北海道内）
発生
月

時間帯 規模 事故の型 起因物 災害発生状況

１ ２時台
10人以上
29人以下

交通事故
（道路）

乗物
被災者は、乗用車による配送業務を行っていたところ、赤信号の交差点に停
止していたダンプカーの後方に追突したもの。災害発生当時、路面は濡れてい
たが、ブレーキ痕は見当たらなかった。

３ 11時台
30人以上
49人以下

交通事故
（道路）

動力運搬機
被災者は、セミトレーラをけん引して走行中、路面がアイスバーンのためカー
ブでスリップして路肩に転落し、キャビンが電柱と接触したもの。

６ 10時台
10人以上
29人以下

交通事故
（道路）

動力運搬機
被災者は、大型トレーラーによる運搬業務中、カーブに差し掛かったところ、
速度超過のため路外に逸脱して横転し、運転席の外部へ投げ出され、車体の
下敷きとなったもの。
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◼第14次労働災害防止計画における陸上貨物運送事業の目標

 「陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドラ

イン」に基づく措置を実施する陸上貨物運送業等の事業場（荷

主となる事業所を含む。）の割合を45％以上とすること

※ 北海道労働局においても、同様の目標設定

 陸上貨物運送事業の死傷者数を５％以上減少させること

※ 北海道労働局においても、同様の目標設定

↑厚生労働省パンフレット
「第14次労働災害防止計画の概要」から引用

２ 第14次労働災害防止計画
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◼第14次労働災害防止計画における陸上貨物運送事業の目標

↑厚生労働省パンフレット
「第14次労働災害防止計画の概要」から引用

２ 第14次労働災害防止計画
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◼第14次労働災害防止計画における陸上貨物運送事業の目標

↑厚生労働省パンフレット
「第14次労働災害防止計画の概要」から引用

２ 第14次労働災害防止計画

令和５年３月28日付け基発0328第５号・改正

陸上貨物運送事業労働
災害防止協会（陸災防）
が作成したパンフレット
「荷役作業安全ガイドラ
インのあらまし」はこち
らから確認できます。
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↑厚生労働省リーフレット
「トラックでの荷役作業時における安全対策が強化されます。」から引用

R5.10.1

施行

３ トラックでの荷役作業時における
 安全対策の強化（安衛則の改正）

最大積載量２トン以上の貨物
自動車には、昇降設備が必要
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↑厚生労働省リーフレット
「トラックでの荷役作業時における安全対策が強化されます。」から引用

R5.10.1

施行

③

②

①

３ トラックでの荷役作業時における
 安全対策の強化（安衛則の改正）

「三点支持」の
意識づけは、
墜落・転落災害
と転倒災害の
防止に効果的‼
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↑厚生労働省リーフレット
「トラックでの荷役作業時における安全対策が強化されます。」から引用

R5.10.1

施行

３ トラックでの荷役作業時における
 安全対策の強化（安衛則の改正）

最大積載量２トン以上の貨物自動車には、
「墜落時保護用」の保護帽の着用が必要
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↑厚生労働省リーフレット
「トラックでの荷役作業時における安全対策が強化されます。」から引用

R6.2.1

施行

３ トラックでの荷役作業時における
 安全対策の強化（安衛則の改正）

北海道労働局が把握している特別教育実施機関は、
←左の２次元コードで確認が可能
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４ 熱中症予防対策
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４ 熱中症予防対策
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４ 熱中症予防対策
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御清聴ありがとうございました。
今年（度）も御安全に！！

今回の説明内容を含め、安全衛生に関する御質問・不明点等があれば

浦河労働基準監督署 監督・安衛課（ＴＥＬ 0146－22－2113）

までお問い合わせください。
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